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ハザードマップとは、自然災害による被害を予測し、その被害範囲（浸水域等）を地図化したものです。

豊頃町では、平成２３年１２月に津波ハザードマップを作成し、洪水ハザードマップを更新しています。

内容は、「洪水ハザードマップ（豊頃町全域）」、「津波浸水予想図（豊頃町全域）」、「津波浸水予想図

（大津市街図）」、「標高区分図（大津市街図）」と「防災マップのしおり」から成り、これらは町のホー

ムページ（http://www.toyokoro.jp/htdocs/）で閲覧できます。
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大大
津
で
住
民
説
明

大
津
で
住
民
説
明
会会

２
月

日
、
大
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

２
月

日
、
大
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ーー

１６１６

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。。

地
域
か
ら
は
大
津
地
区
に
常
駐
す
る
町
職
員
の

地
域
か
ら
は
大
津
地
区
に
常
駐
す
る
町
職
員
の
配配

置置
、、
訓訓
練練
やや
説説
明明
会会
のの
開開
催催
、、
釣釣
りり
人人
のの
避避
難難
誘誘

置
、
訓
練
や
説
明
会
の
開
催
、
釣
り
人
の
避
難
誘
導導導

のの
徹徹
底底
なな
どど
のの
意意
見見
がが
出出
ささ
れれ
まま
しし
たた

の
徹
底
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。。。

町
で
は
３
月
末
ま
で
に
大
津
地
区
全
戸
に
配
付

町
で
は
３
月
末
ま
で
に
大
津
地
区
全
戸
に
配
付
すす

る
ほ
か
、
平
成

年
度
に
は
具
体
的
な
住
民
避
難

る
ほ
か
、
平
成

年
度
に
は
具
体
的
な
住
民
避
難
計計

２４２４

画
を
地
域
と
協
議
し
な
が
ら
策
定
す
る
予
定
で
す

画
を
地
域
と
協
議
し
な
が
ら
策
定
す
る
予
定
で
す
。。
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想
定
す
る
地

想
定
す
る
地
震震

「
十
勝
沖
、
釧
路
沖
地
震
」、
「「
三
陸
沖
北

「
十
勝
沖
、
釧
路
沖
地
震
」、
「
三
陸
沖
北
部部

地
震
」
及
び
「
5
0
0
年
間
隔
地
震
」
の
3

地
震
」
及
び
「
5
0
0
年
間
隔
地
震
」
の
3
つつ

の
地
震
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
津
波

の
地
震
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
津
波
被被

害
が
最
も
大
き
く
な
る
5
0
0
年
間
隔
地
震
は

害
が
最
も
大
き
く
な
る
5
0
0
年
間
隔
地
震
は
、、

根
室
沖
か
ら
十
勝
沖
に
ほ
ぼ
5
0
0
年
間
隔

根
室
沖
か
ら
十
勝
沖
に
ほ
ぼ
5
0
0
年
間
隔
でで

繰
り
返
し
発
生
し
た
地
震
で
、

世
紀
初
期

繰
り
返
し
発
生
し
た
地
震
で
、

世
紀
初
期
のの

1717

最
後
の
活
動
か
ら
約
4
0
0
年
が
経
過
し
て

最
後
の
活
動
か
ら
約
4
0
0
年
が
経
過
し
て
いい

ま
す
ま
す
。。

想
定
さ
れ
る
浸
水
範
囲
及
び
浸
水

想
定
さ
れ
る
浸
水
範
囲
及
び
浸
水
深深

豊
頃
町
に
お
け
る
津
波
の
被
害
は
、
全
体

豊
頃
町
に
お
け
る
津
波
の
被
害
は
、
全
体
的的

に
は
海
岸
か
ら
2
㎞
程
度
内
陸
ま
で
浸
水
し

に
は
海
岸
か
ら
2
㎞
程
度
内
陸
ま
で
浸
水
し
、、

十
勝
川
に
お
い
て
は
河
口
か

十
勝
川
に
お
い
て
は
河
口
か
らら
７７
㎞㎞
近
く
遡
上

近
く
遡
上

す
る
想
定
と
な
っ
て
い
ま
す

す
る
想
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。。

5
0
0
年
間
隔
地
震
で
は
最
大
遡
上
高
が

5
0
0
年
間
隔
地
震
で
は
最
大
遡
上
高
が
1313

・
7
m
に
も
な
り
、
予
想
さ
れ
る
浸
水
深
は

・
7
m
に
も
な
り
、
予
想
さ
れ
る
浸
水
深
は
場場

所
に
よ
っ
て
は
6
m
以
上
と
な
り
ま
す

所
に
よ
っ
て
は
6
m
以
上
と
な
り
ま
す
。。

指
定
避
難
場

指
定
避
難
場
所所

現
在
、
豊
頃
町
で
指
定
し
て
い
る
主
な
避

現
在
、
豊
頃
町
で
指
定
し
て
い
る
主
な
避
難難

場
所
は
「
え
る
夢
館
」
「
大
津
地
域
コ
ミミ
ュ

場
所
は
「
え
る
夢
館
」
「
大
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
「
大
津
小
学
校校
」
「
ト
ン

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
「
大
津
小
学
校
」
「
ト
ン
ケケ

シ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
避
難
場
所

シ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
避
難
場
所
はは

災
害
の
種
類
を
限
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く

災
害
の
種
類
を
限
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、、

洪
水
災
害
、
津
波
災
害
発
生
時
に
は
予
想
さ

洪
水
災
害
、
津
波
災
害
発
生
時
に
は
予
想
さ
れれ

る
浸
水
範
囲
内
に
あ
る
た
め
に
使
用
で
き
な

る
浸
水
範
囲
内
に
あ
る
た
め
に
使
用
で
き
な
いい

施
設
が
あ
り
ま
す

施
設
が
あ
り
ま
す
。。

要
避
難
区
域
、
避
難
場

要
避
難
区
域
、
避
難
場
所所

津
波
が
発
生
し
た
際
、
大
津
地
区
は
要
避

津
波
が
発
生
し
た
際
、
大
津
地
区
は
要
避
難難

区
域
と
な
り
ま
す

区
域
と
な
り
ま
す
。。

但
し
、
町
指
定
の
避
難
場
所
の
う
ち
、
大

但
し
、
町
指
定
の
避
難
場
所
の
う
ち
、
大
津津

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
大
津
小
学

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
大
津
小
学
校校

は
津
波
浸
水
予
想
範
囲
の
中
に
あ
り
、
か
つ

は
津
波
浸
水
予
想
範
囲
の
中
に
あ
り
、
か
つ
、、

5
0
0
年
間
隔
地
震
の
想
定
で
は
、
予
想
浸

5
0
0
年
間
隔
地
震
の
想
定
で
は
、
予
想
浸
水水

深
が
4
m
以
上
6
m
未
満
と
な
る
た
め
、
大

深
が
4
m
以
上
6
m
未
満
と
な
る
た
め
、
大
津津

波
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
は
使
え
ま
せ
ん

波
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
は
使
え
ま
せ
ん
。。

こ
の
た
め
、
大
津
港
町
に
構
築
中
の
築
山

こ
の
た
め
、
大
津
港
町
に
構
築
中
の
築
山
をを

地
域
内
の
緊
急
的
な
一
時
避
難
場
所
と
し
ま
す

地
域
内
の
緊
急
的
な
一
時
避
難
場
所
と
し
ま
す
。。

ま
た
、
ト
ン
ケ
シ
は
、
長
節
湖
の
観
光
客
や

ま
た
、
ト
ン
ケ
シ
は
、
長
節
湖
の
観
光
客
や
釣釣

り
人
等
の
緊
急
時
の
避
難
場
所
と
し
ま
す

り
人
等
の
緊
急
時
の
避
難
場
所
と
し
ま
す
。。

避
難
手

避
難
手
段段

本
来
、
避
難
手
段
は
徒
歩
が
原
則
で
す
が

本
来
、
避
難
手
段
は
徒
歩
が
原
則
で
す
が
、、

避
難
先
が
遠
距
離
に
な
る
場
合
、
車
を
使
っ

避
難
先
が
遠
距
離
に
な
る
場
合
、
車
を
使
っ
てて

の
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。。

津
波
発
生
時
の
避
難
は
、
津
波
が
到
達
す

津
波
発
生
時
の
避
難
は
、
津
波
が
到
達
す
るる

前
に
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
津
波

前
に
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
津
波
警警

報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
町
か
ら
の

報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
町
か
ら
の
避避

難
勧
告
、
避
難
指
示
の
発
令
を
待
つ
の
で
は

難
勧
告
、
避
難
指
示
の
発
令
を
待
つ
の
で
は
なな

く
、
迅
速
に
避
難
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
が

く
、
迅
速
に
避
難
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
自自

ら
の
命
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す

ら
の
命
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。。

そ
の
た
め
に
も
平
常
時
に
、
大
地
震
が
起

そ
の
た
め
に
も
平
常
時
に
、
大
地
震
が
起
きき

た
時
の
事
を
想
像
し
、
車
で
避
難
す
る
場
合

た
時
の
事
を
想
像
し
、
車
で
避
難
す
る
場
合
にに

は
「
誰
の
車
で
」、
「
誰
と
一
緒
に
」、
「
ど

は
「
誰
の
車
で
」、
「
誰
と
一
緒
に
」、
「
ど
のの

道
を
通
り
」、
「
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
」
を
確

道
を
通
り
」、
「
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
」
を
確
認認

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。。

も
し
も
避
難
す
る
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
、

も
し
も
避
難
す
る
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
津津

波
到
達
ま
で
に
時
間
の
猶
予
が
な
い
場
合
は

波
到
達
ま
で
に
時
間
の
猶
予
が
な
い
場
合
は
、、

大
津
港
町
の
築
山
、
あ
る
い
は
津
波
が
到
達

大
津
港
町
の
築
山
、
あ
る
い
は
津
波
が
到
達
しし

な
い
内
陸
側
へ
一
時
的
に
避
難
し
、
そ
の
猶

な
い
内
陸
側
へ
一
時
的
に
避
難
し
、
そ
の
猶
予予

も
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
で
き
る
限
り
高

も
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
で
き
る
限
り
高
いい

場
所
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

場
所
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。
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▲防災マップのしおり

このマップは「津波浸水予想図（豊頃

町全域）」から一部抜粋したものです。

避避難情報（「避難準備情報」避難情報（「避難準備情報」、、
「避難勧告」、「避難指示」「避難勧告」、「避難指示」のの
違いについて）、情報の伝達経路違いについて）、情報の伝達経路、、
事前対策（非常持ち出し品の事前対策（非常持ち出し品の準準
備、日頃の心得）、避難時の心得備、日頃の心得）、避難時の心得、、
我が家の防災メモ、災害用伝我が家の防災メモ、災害用伝言言
サービス（災害用伝言ダイヤサービス（災害用伝言ダイヤルル
171・携帯電話災害用伝言板）171・携帯電話災害用伝言板）、、
津波情報（津波警報の種類、津波情報（津波警報の種類、・・
津波の予備知識）、雨の降り方津波の予備知識）、雨の降り方、、
気象情報の入手先などの情報気象情報の入手先などの情報がが
記載され、オリジナルマップ記載され、オリジナルマップのの
作成、緊急連絡先が記入でき作成、緊急連絡先が記入できるる
ようになっていますようになっています。。


